
 

 

１．概要 

平成 8年 5月に大気汚染防止法が改正され、低濃度ではあるが長期曝露によって人の

健康を損なうおそれのある有害大気汚染物質の対策について制度化がなされた。これを

受け、平成 8年 10 月の中央環境審議会答申（第二次答申）において、「有害大気汚染物

質に該当する可能性がある物質」として 234 物質、その中でも有害性の程度や大気環境

の状況等に鑑み健康リスクがある程度高いと考えられる物質として 22 の「優先取組物

質」がリスト化され、平成 10 年度から、大気汚染防止法に基づき、地方公共団体（都道

府県及び大気汚染防止法の政令市）において優先取組物質のモニタリングが本格的に実

施されている。 

また、上記リストについては平成 22 年 10 月の中央環境審議会答申（第九次答申）に

おいて、「有害大気汚染物質に該当する可能性がある物質」として 248 物質、「優先取

組物質」として 23 物質に見直されたところである。 

今般、地方公共団体における平成 22 年度の有害大気汚染物質の大気環境モニタリング

について調査結果がまとまり、環境省の調査結果と併せて公表することとした。23 物質

のうちダイオキシン類については、ダイオキシン類対策特別措置法に基づき別途モニタ

リングが実施されていること、「六価クロム化合物」及び「クロム及び三価クロム化合

物」については形態別分析方法が確立されていないことから「クロム及びその化合物」

として測定していることを踏まえ、最終的に 21 物質の調査結果を取りまとめている。 

また、第九次答申における見直しにより新たに優先取組物質として追加された「塩化

メチル」及び「トルエン」については、平成 24 年度より全国的なモニタリングを実施

する予定である。 

なお、調査地点によっては、測定頻度が少なく、年平均値を算出し環境基準等との比

較評価ができないデータもあるが、有害大気汚染物質の大気環境中の濃度を把握する上

で貴重な情報となるため、これらの調査結果についても併せて示している。 

 

 

２．調査方法、対象物質及び測定地点数 

（１）調査方法 

「大気汚染防止法第 22 条の規定に基づく大気の汚染の状況の常時監視に関する事

務の処理基準」（平成 13 年 5 月 21 日環境省策定、平成 23 年 7 月 1 日最終改正。以

下「処理基準」という。）及び「有害大気汚染物質測定方法マニュアル」（平成 9 年

2 月 12 日環境庁（当時）策定、平成 23 年 3 月最終改正）に準拠して調査を実施した。 

 

（２）対象物質（21 物質） 

イ 環境基準が設定されている物質（4物質） 

ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタン 

ロ 環境中の有害大気汚染物質による健康リスクの低減を図るための指針となる数値 

（以下「指針値」という。）が設定されている物質（8物質） 

アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、1，2－ジクロロエタン、

水銀及びその化合物、ニッケル化合物、ヒ素及びその化合物、1，3－ブタジエン 

ハ その他の優先取組物質（9物質） 

アセトアルデヒド、塩化メチル、クロム及びその化合物、酸化エチレン、トルエ

ン、ベリリウム及びその化合物、ベンゾ［a］ピレン、ホルムアルデヒド、マンガ

ン及びその化合物 

 

 

 



 

 

（３）測定地点 

測定地点は、処理基準に基づき一般環境、発生源周辺及び沿道の 3 種類に区分して

設定されている。 

   測定地点数及び 3 種類の区分の割合には物質によって差があるが、測定地点数につ

いては最小 214 地点（酸化エチレン）、最大 425 地点（ベンゼン）であり、測定地点

の区分の割合は概ね一般環境が全体の 6 割前後、発生源周辺及び沿道がそれぞれ２割

程度である。 

 

 

３．測定値の評価 

長期曝露による健康リスクが懸念されている有害大気汚染物質のモニタリングにおい

ては、原則として月１回以上の頻度で測定を実施し、年平均濃度を求めることとしてい

る。また、ベンゼン等の４物質の環境基準及びアクリロニトリル等の 8 物質の指針値も

年平均値として示されているところである。したがって、環境基準及び指針値（以下

「環境基準等」という。）の達成の評価は、月 1 回以上の頻度で１年間にわたって測定

を実施した地点に限って実施している。 

なお、取りまとめた集計結果の一部については、環境基準等の達成の評価に必要とさ

れる頻度で測定を実施していない調査地点（以下「参考地点」という。）のデータも含

めて示したものもある。 

 

 

４．調査結果の要点 

（１）環境基準が設定されている物質 

イ ベンゼン 

平成 22 年度のベンゼンの濃度については、表 1 のとおりであり、環境基準の超

過地点はなかった。 

平成 10 年度から平成 22 年度の環境基準超過地点数及び年平均値の推移を表 2 に

示す。 

なお、自動車からのベンゼンの排出については、ガソリン中のベンゼン含有率に

ついて規制しているところであり、排ガス中の炭化水素排出量について順次規制を

強化してきていることから、今後車種代替とともにベンゼンの排出量も減少するこ

とが見込まれる。 

 

表 1 平成 22 年度ベンゼンモニタリング調査結果の概要 

年平均値の単位：μg/㎥ 

物質名 地域分類 地点数 検体数 年平均値 最小 最大

一般環境 228 0 (0.0%) 2,736 1.0 0.50 2.1 
(257) (0) (0.0%) (2,960) (1.0) (0.48) (2.3)

発生源周辺 89 0 (0.0%) 1,068 1.2 0.59 2.8 
(96) (0) (0.0%) (1,129) (1.1) (0.53) (2.8)

沿道 108 0 (0.0%) 1,296 1.4 0.74 2.5 
(125) (0) (0.0%) (1,435) (1.4) (0.74) (2.8)

全体 425 0 (0.0%) 5,100 1.1 0.50 2.8 
(478) (0) (0.0%) (5,524) (1.1) (0.48) (2.8)

環境基準
超過地点数

　ベンゼン
（環境基準　3 μg/㎥）

 
（注）下段の括弧内は、参考地点のデータを含めた数値である。 

 

 

 

 



 

 

 

表 2 ベンゼンの環境基準超過地点数及び年平均値の推移 
年平均値の単位：μg/m3 

一般環境 発生源周辺 沿道 合計

超
過
割
合

超
過
割
合

超
過
割
合

超
過
割
合

(%) (%) (%) (%)

10年度 174 68 39% 3.0 58 22 38% 3.2 60 45 75% 4.4 292 135 46% 3.3

11年度 198 19 10% 2.1 68 17 25% 2.5 74 43 58% 3.3 340 79 23% 2.5

12年度 208 23 11% 2.0 69 14 20% 2.4 87 37 43% 3.1 364 74 20% 2.4

13年度 208 15 7% 1.9 66 13 20% 2.2 94 39 41% 2.9 368 67 18% 2.2

14年度 225 3 1% 1.7 74 5 7% 1.8 110 26 24% 2.6 409 34 8% 2.0

15年度 236 3 1% 1.6 77 7 9% 1.9 111 23 21% 2.5 424 33 8% 1.9

16年度 235 2 1% 1.6 77 6 8% 1.9 106 15 14% 2.4 418 23 6% 1.8

17年度 253 1 0% 1.4 86 8 9% 1.7 119 9 8% 2.1 458 18 4% 1.7

18年度 247 0 0% 1.4 86 3 3% 1.8 118 10 8% 2.1 451 13 3% 1.7

19年度 244 0 0% 1.3 90 1 1% 1.5 125 2 2% 1.8 459 3 1% 1.5

20年度 240 0 0% 1.2 93 1 1% 1.4 118 0 0% 1.7 451 1 0% 1.4

21年度 236 0 0% 1.1 87 0 0% 1.3 113 1 1% 1.5 436 1 0% 1.3

22年度 228 0 0% 1.0 89 0 0% 1.2 108 0 0% 1.4 425 0 0% 1.1

全
地
点
数

超
過
地
点
数

年
平
均
値

全
地
点
数

超
過
地
点
数

年
平
均
値

全
地
点
数

超
過
地
点
数

年
平
均
値

全
地
点
数

超
過
地
点
数

年
平
均
値

 
(注)参考地点を除いたデータである。 

 
過去 10 年間継続して月１回以上の頻度で測定を実施した地点（以下「継続測定

地点」という。）におけるベンゼン濃度の推移を表 3 に示す。環境省及び地方公共

団体において、継続して測定を実施した地点は 217 地点あり、これらの地点におけ

る平成 22 年度のベンゼンの年平均値は、平成 13 年度の 2.4μg/m３に比べ 50％低下

し 1.2μg/m３であった。 
 

表 3 継続測定地点（217 地点）におけるベンゼン濃度の推移 
        年平均値の単位：μg/㎥ 

平均値 最小値 最大値

平成13年度 2.4 0.49 5.2 

平成14年度 2.1 0.33 5.7 
平成15年度 2.0 0.59 4.3 

平成16年度 2.0 0.44 5.0 

平成17年度 1.8 0.50 3.7 

平成18年度 1.8 0.40 4.5 

平成19年度 1.5 0.57 3.2 

平成20年度 1.5 0.51 3.0 

平成21年度 1.3 0.52 3.0 

平成22年度 1.2 0.50 2.8  
 



 

 

ロ トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタン 

平成 22 年度のトリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタン

の濃度については表 4のとおりであり、すべての地点で環境基準を下回っていた。 

また、平成 10 年度からの年平均値の推移は、表 5 のとおりである。更に、継続

測定地点における年平均値の推移は表 6 のとおりであり、いずれも前年度と比較

して年平均値は低下しており、濃度は低下傾向にある。 

 

表 4 平成 22 年度トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタンのモニ

タリング調査結果の概要 
年平均値の単位：μg/㎥ 

物質名 地域分類 地点数 検体数 年平均値 最小 最大

一般環境 236 0 (0.0%) 2,832 0.41 0.0081 3.7 
(266) (0) (0.0%) (3,072) (0.40) (0.0080) (3.7)

発生源周辺 82 0 (0.0%) 984 0.54 0.011 10 
(90) (0) (0.0%) (1,048) (0.61) (0.0070) (10)

沿道 74 0 (0.0%) 888 0.44 0.0091 4.3 
(85) (0) (0.0%) (988) (0.44) (0.0091) (4.3)

全体 392 0 (0.0%) 4,704 0.44 0.0081 10 
(441) (0) (0.0%) (5,108) (0.45) (0.0070) (10)

一般環境 224 0 (0.0%) 2,688 0.16 0.0076 0.92 
(252) (0) (0.0%) (2,907) (0.16) (0.0076) (0.92)

発生源周辺 84 0 (0.0%) 1,008 0.18 0.010 1.4 
(91) (0) (0.0%) (1,070) (0.17) (0.0091) (1.4)

沿道 71 0 (0.0%) 852 0.17 0.010 1.2 
(81) (0) (0.0%) (940) (0.17) (0.010) (1.2)

全体 379 0 (0.0%) 4,548 0.17 0.0076 1.4 
(424) (0) (0.0%) (4,917) (0.16) (0.0076) (1.4)

一般環境 236 0 (0.0%) 2,832 1.5 0.31 11 
(266) (0) (0.0%) (3,073) (1.5) (0.31) (11)

発生源周辺 86 0 (0.0%) 1,032 1.9 0.34 16 
(97) (0) (0.0%) (1,109) (1.8) (0.34) (16)

沿道 74 0 (0.0%) 888 1.6 0.28 6.5 
(85) (0) (0.0%) (988) (1.7) (0.28) (6.5)

全体 396 0 (0.0%) 4,752 1.6 0.28 16 
(448) (0) (0.0%) (5,170) (1.6) (0.28) (16)

環境基準
超過地点数

トリクロロエチレン
（環境基準　200 μg/㎥）

テトラクロロエチレン
（環境基準　200 μg/㎥）

ジクロロメタン
（環境基準　150 μg/㎥）

 
（注）下段の括弧内は、参考地点のデータを含めた数値である。 

 

表 5 トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン及びジクロロメタンの年平均の推移 

平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

トリクロロエチレン μg／㎥ 1.9 1.8 1.2 1.3 1.0 0.92 0.93 0.75 0.90 0.76 0.65 0.53 0.44 

テトラクロロエチレン μg／㎥ 1.0 0.77 0.66 0.52 0.43 0.38 0.38 0.28 0.31 0.25 0.23 0.22 0.17 

ジクロロメタン μg／㎥ 3.8 2.7 3.1 3.0 2.9 2.4 2.6 2.1 2.8 2.3 2.3 1.7 1.6 

年平均値
物質名 単位

 
(注)参考地点を除いたデータである。 

 

表 6 継続測定地点における年平均値の推移 

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

トリクロロエチレン 166 μg／㎥ 1.2 0.89 0.93 0.96 0.73 0.93 0.77 0.63 0.49 0.44 

テトラクロロエチレン 182 μg／㎥ 0.60 0.53 0.47 0.47 0.35 0.38 0.31 0.28 0.25 0.19 

ジクロロメタン 159 μg／㎥ 3.5 2.8 2.8 2.7 2.3 2.9 2.2 2.2 1.9 1.8 

年平均値
物質名

継続
地点数

単位

 
 

 

（２）指針値が設定されている物質 

平成 22 年度の アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、1,2-ジク

ロロエタン、水銀及びその化合物、ニッケル化合物、ヒ素及びその化合物、1,3-ブタ

ジエン については表 7のとおりであった。 

指針値と比較すると、ヒ素及びその化合物では 276 地点中 3 地点（1.1 ％）におい

て指針値を上回っていた。その他、アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロ

 



 

 

ホルム、1,2-ジクロロエタン、水銀及びその化合物、ニッケル化合物、1,3-ブタジエ

ンはすべての地点で指針値を下回っていた。 

なお、超過地点については、発生源の調査、排出抑制の指導等の措置が講じられて

いる。 

また、平成 10 年度からの年平均値の推移は表 8 のとおりである。更に、継続測定

地点における年平均値の推移は、表 9 のとおりであり、前年と比較して年平均は 7 物

質で低下しており、水銀及びその化合物は同じであった。また、経年的に見るとアク

リロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、ニッケル化合物、ヒ素及びその

化合物、1,3-ブタジエンは低下傾向であり、1,2-ジクロロエタン、水銀及びその化合

物は横ばいであった。 

 

表 7 平成 22 年度アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、1,2-ジクロロ

エタン、水銀及びその化合物、ニッケル化合物、ヒ素及びその化合物、1,3-ブタジ

エンのモニタリング調査結果の概要 
年平均値の単位：μg/㎥ (アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、 

1,2-ジクロロエタン、1,3-ブタジエン) 

               ng/㎥ (水銀及びその化合物、ニッケル化合物、ヒ素及びその化合物) 

物質名 地域分類 地点数 検体数 年平均値 最小 最大

一般環境 202 0 (0.0%) 2,424 0.053 0.0075 0.52 
(240) (0) (0.0%) (2,700) (0.054) (0.0056) (0.52)

発生源周辺 75 0 (0.0%) 900 0.14 0.0091 1.3 
(82) (0) (0.0%) (960) (0.13) (0.0091) (1.3)

沿道 62 0 (0.0%) 744 0.060 0.0075 0.32 
(77) (0) (0.0%) (866) (0.056) (0.0059) (0.32)

全体 339 0 (0.0%) 4,068 0.073 0.0075 1.3 
(399) (0) (0.0%) (4,526) (0.069) (0.0056) (1.3)

一般環境 210 0 (0.0%) 2,520 0.031 0.0014 0.78 
(240) (0) (0.0%) (2,742) (0.030) (0.0014) (0.78)

発生源周辺 77 0 (0.0%) 924 0.14 0.0015 1.7 
(85) (0) (0.0%) (1,001) (0.13) (0.0015) (1.7)

沿道 65 0 (0.0%) 780 0.031 0.0014 0.13 
(75) (0) (0.0%) (864) (0.030) (0.0014) (0.13)

全体 352 0 (0.0%) 4,224 0.055 0.0014 1.7 
(400) (0) (0.0%) (4,607) (0.051) (0.0014) (1.7)

一般環境 209 0 (0.0%) 2,508 0.17 0.0060 1.5 
(239) (0) (0.0%) (2,730) (0.18) (0.0060) (1.5)

発生源周辺 78 0 (0.0%) 936 0.24 0.021 1.0 
(84) (0) (0.0%) (991) (0.23) (0.021) (1.0)

沿道 66 0 (0.0%) 792 0.19 0.039 1.1 
(76) (0) (0.0%) (875) (0.20) (0.039) (1.1)

全体 353 0 (0.0%) 4,236 0.19 0.0060 1.5 
(399) (0) (0.0%) (4,596) (0.19) (0.0060) (1.5)

一般環境 213 0 (0.0%) 2,556 0.14 0.0045 0.71 
(243) (0) (0.0%) (2,778) (0.14) (0.0045) (0.71)

発生源周辺 79 0 (0.0%) 948 0.21 0.056 1.2 
(85) (0) (0.0%) (1,003) (0.20) (0.050) (1.2)

沿道 66 0 (0.0%) 792 0.15 0.0075 0.79 
(76) (0) (0.0%) (875) (0.15) (0.0075) (0.79)

全体 358 0 (0.0%) 4,296 0.16 0.0045 1.2 
(404) (0) (0.0%) (4,656) (0.15) (0.0045) (1.2)

一般環境 186 0 (0.0%) 2,232 2.0 0.98 4.0 
(221) (0) (0.0%) (2,480) (2.0) (0.98) (4.0)

発生源周辺 58 0 (0.0%) 696 2.0 0.79 3.3 
(67) (0) (0.0%) (771) (2.0) (0.79) (3.3)

沿道 36 0 (0.0%) 432 2.0 0.89 3.0 
(48) (0) (0.0%) (521) (2.0) (0.89) (3.0)

全体 280 0 (0.0%) 3,360 2.0 0.79 4.0 
(336) (0) (0.0%) (3,772) (2.0) (0.79) (4.0)

塩化ビニルモノマー
（指針値　10 μg/㎥）

クロロホルム
（指針値　18 μg/㎥）

１，２－ジクロロエタン
（指針値　1.6 μg/㎥）

水銀及びその化合物
（指針値　40 ngHg/㎥）

指針値
超過地点数

アクリロニトリル
（指針値　2 μg/㎥）

 



 

 

一般環境 190 0 (0.0%) 2,280 3.4 0.48 18 
(223) (0) (0.0%) (2,509) (3.3) (0.48) (18)

発生源周辺 69 0 (0.0%) 828 5.3 1.1 16 
(77) (0) (0.0%) (891) (5.3) (1.1) (16)

沿道 36 0 (0.0%) 432 4.6 1.4 21 
(47) (0) (0.0%) (514) (4.2) (1.4) (21)

全体 295 0 (0.0%) 3,540 4.0 0.48 21 
(347) (0) (0.0%) (3,914) (3.9) (0.48) (21)

一般環境 177 1 (0.6%) 2,124 1.2 0.16 8.4 
(215) (1) (0.5%) (2,368) (1.1) (0.16) (8.4)

発生源周辺 63 1 (1.6%) 756 2.0 0.26 38 
(70) (3) (4.3%) (811) (2.2) (0.26) (38)

沿道 36 1 (2.8%) 432 1.3 0.20 6.3 
(43) (1) (2.3%) (485) (1.2) (0.20) (6.3)

全体 276 3 (1.1%) 3,312 1.4 0.16 38 
(328) (5) (1.5%) (3,664) (1.4) (0.16) (38)

一般環境 210 0 (0.0%) 2,520 0.11 0.0052 0.72 
(240) (0) (0.0%) (2,741) (0.10) (0.0052) (0.72)

発生源周辺 77 0 (0.0%) 924 0.16 0.022 1.6 
(83) (0) (0.0%) (979) (0.15) (0.012) (1.6)

沿道 103 0 (0.0%) 1,236 0.20 0.0065 0.61 
(119) (0) (0.0%) (1,364) (0.19) (0.0065) (0.61)

全体 390 0 (0.0%) 4,680 0.14 0.0052 1.6 
(442) (0) (0.0%) (5,084) (0.14) (0.0052) (1.6)

１，３－ブタジエン
（指針値　2.5 μg/㎥）

ニッケル化合物
（指針値  25 ngNi/㎥）

ヒ素及びその化合物
（指針値  6 ngAs/㎥）

 
（注）下段の括弧内は、参考地点のデータを含めた数値である。 

 

表 8 平成 22 年度アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、クロロホルム、1,2-ジク

ロロエタン、水銀及びその化合物、ニッケル化合物、ヒ素及びその化合物、

1,3-ブタジエンの年平均の推移 
物質名

単位 平成10年度 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

アクリロニトリル μg／㎥ 0.24 0.18 0.15 0.13 0.12 0.13 0.11 0.10 0.11 0.10 0.093 0.079 0.073 

塩化ビニルモノマー μg／㎥ 0.25 0.18 0.19 0.095 0.11 0.066 0.083 0.069 0.078 0.081 0.053 0.066 0.055 

クロロホルム μg／㎥ 0.52 0.37 0.35 0.28 0.28 0.25 0.26 0.33 0.23 0.21 0.22 0.21 0.19 

１，２－ジクロロエタン μg／㎥ 0.26 0.17 0.20 0.13 0.12 0.13 0.13 0.13 0.15 0.15 0.16 0.17 0.16 

水銀及びその化合物 ｎgHg／㎥ 2.9 3.2 2.8 2.3 2.1 2.3 2.3 2.3 2.2 2.2 2.1 2.0 2.0 

ニッケル化合物 ｎgNi／㎥ 7.4 6.1 6.6 6.5 6.1 5.9 5.9 5.3 5.6 5.1 4.9 4.2 4.0 

ヒ素及びその化合物 ｎgAs／㎥ 2.4 1.7 2.2 1.8 1.8 1.8 1.9 2.0 2.2 1.7 1.6 1.5 1.4 

１，３－ブタジエン μg／㎥ 0.41 0.34 0.34 0.34 0.27 0.29 0.26 0.22 0.23 0.19 0.18 0.16 0.14 

年平均値

 
(注)参考地点を除いたデータである。 

 

表 9 継続測定地点における年平均値の推移 

物質名
継続

地点数 単位 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

アクリロニトリル 136 μg／㎥ 0.14 0.12 0.13 0.11 0.12 0.14 0.13 0.10 0.090 0.077 

塩化ビニルモノマー 143 μg／㎥ 0.12 0.13 0.075 0.088 0.078 0.076 0.13 0.062 0.067 0.056 

クロロホルム 142 μg／㎥ 0.30 0.28 0.28 0.28 0.25 0.27 0.25 0.25 0.24 0.21 

１，２－ジクロロエタン 144 μg／㎥ 0.14 0.13 0.16 0.15 0.15 0.18 0.20 0.18 0.18 0.16 

水銀及びその化合物 125 ｎgHg／㎥ 2.4 2.2 2.3 2.4 2.4 2.4 2.3 2.3 2.1 2.1 

ニッケル化合物 121 ｎgNi／㎥ 6.9 6.5 6.2 6.6 5.9 6.1 5.6 5.2 4.2 4.0 

ヒ素及びその化合物 129 ｎgAs／㎥ 1.8 1.7 1.8 1.9 1.9 1.8 1.9 1.5 1.4 1.2 

１，３－ブタジエン 170 μg／㎥ 0.39 0.31 0.34 0.29 0.25 0.26 0.21 0.20 0.18 0.15 

年平均値

 
 

 

（３）環境基準等が設定されていないその他の有害大気汚染物質 

環境基準や指針値のないアセトアルデヒド等の 9物質については、表 10 のとおり

であった。また、継続測定地点における年平均値の推移は表 11 のとおりであり、前

年と比較して年平均は 6物質で低下しており、ベンゾ[a]ピレンは同じであった。ま

た、経年的に見ると、ベリリウム及びその化合物、ベンゾ[a]ピレン、ホルムアルデ

ヒド、マンガン及びその化合物は減少傾向であった。その他、アセトアルデヒド、ク

ロム及びその化合物は緩やかな減少傾向、酸化エチレンは横ばいであった。 

 

 

 



 

 

表 10 平成 22 年度のその他の有害大気汚染物質モニタリング調査結果の概要 

 
物質名 年度 地点数 検体数 年平均値 最小 最大

平成10年度 164 1,968 3.2 0.53 16 
平成11年度 219 2,628 2.8 0.29 9.2 
平成12年度 241 2,892 2.7 0.21 11 
平成13年度 253 3,037 2.6 0.16 6.1 
平成14年度 271 3,252 2.6 0.83 7.9 
平成15年度 282 3,384 2.7 0.21 7.7 
平成16年度 299 3,588 3.0 0.14 9.3 
平成17年度 351 4,212 2.8 0.76 6.7
平成18年度 339 4,068 2.7 0.72 8.8
平成19年度 337 4,044 2.1 0.15 7.5
平成20年度 327 3,924 2.5 0.37 8.1
平成21年度 309 3,708 2.3 0.71 8.4 
平成22年度 305 3,661 2.0 0.53 5.2 

平成21年度 12 144 1.6 1.2 4.5 
平成22年度 41 492 1.4 1.1 3.1 

平成10年度 192 2,304 8.5 0.43 78 
平成11年度 212 2,544 7.8 0.43 140 
平成12年度 211 2,532 7.6 0.82 77 
平成13年度 217 2,605 7.3 0.086 100 
平成14年度 231 2,772 7.5 0.26 110 
平成15年度 253 3,036 7.8 0.31 120 
平成16年度 260 3,120 8.2 0.21 94 
平成17年度 294 3,528 7.0 0.50 81
平成18年度 276 3,312 7.1 0.30 67
平成19年度 281 3,372 6.0 0.14 92
平成20年度 269 3,228 6.3 0.50 63
平成21年度 268 3,216 5.3 0.58 78 
平成22年度 263 3,156 5.6 0.36 93 

平成11年度 11 132 0.070 0.034 0.11 
平成12年度 140 1,680 0.11 0.0050 0.90 
平成13年度 167 2,005 0.11 0.014 0.68 
平成14年度 189 2,268 0.10 0.020 0.65 
平成15年度 212 2,544 0.11 0.021 0.67 
平成16年度 211 2,532 0.10 0.012 0.99 
平成17年度 258 7,344 0.094 0.0077 0.52
平成18年度 255 6,504 0.10 0.026 0.97
平成19年度 246 6,516 0.075 0.018 0.59
平成20年度 247 2,964 0.095 0.010 0.41
平成21年度 234 2,808 0.091 0.020 0.43 
平成22年度 214 2,568 0.088 0.018 0.46 

平成21年度 94 1,128 12 1.4 34 
平成22年度 131 1,572 8.7 1.0 65 

平成10年度 187 2,244 0.18 0.0071 0.57 
平成11年度 200 2,400 0.14 0.0079 2.0 
平成12年度 210 2,520 0.067 0.0030 0.59 
平成13年度 215 2,581 0.058 0.00039 0.66 
平成14年度 222 2,664 0.054 0.0020 0.64 
平成15年度 251 3,012 0.045 0.0026 0.61 
平成16年度 252 3,024 0.043 0.00098 0.49 
平成17年度 283 3,396 0.043 0.0034 1.0
平成18年度 272 3,264 0.034 0.0024 0.52
平成19年度 272 3,264 0.028 0.0010 0.34
平成20年度 257 3,084 0.027 0.0015 0.20
平成21年度 257 3,084 0.034 0.0035 0.80 
平成22年度 257 3,084 0.030 0.0022 0.62 

ベリリウム及びその化合物
【単位：ng/㎥】

アセトアルデヒド
【単位：μg/㎥】

塩化メチル
【単位：μg/㎥】

クロム及びその化合
【単位：ng/㎥】

酸化エチレン
【単位：μg/㎥】

トルエン
【単位：μg/㎥】

 



 

 

平成10年度 130 1,604 0.61 0.050 3.7 
平成11年度 223 2,676 0.47 0.058 2.8 
平成12年度 237 2,844 0.49 0.042 2.7 
平成13年度 249 2,989 0.42 0.013 2.2 
平成14年度 276 3,312 0.32 0.028 1.5 
平成15年度 277 3,324 0.33 0.047 3.0 
平成16年度 278 3,336 0.35 0.030 1.9 
平成17年度 325 3,900 0.31 0.024 2.3
平成18年度 323 3,876 0.31 0.0096 1.8
平成19年度 326 3,912 0.24 0.00038 1.8
平成20年度 318 3,816 0.27 0.00061 2.8
平成21年度 301 3,612 0.22 0.014 1.4 
平成22年度 295 3,540 0.21 0.020 1.7 

平成10年度 171 2,052 3.7 0.74 23 
平成11年度 222 2,664 3.2 0.24 7.8 
平成12年度 241 2,892 3.5 0.40 14 
平成13年度 254 3,049 3.5 0.26 10 
平成14年度 277 3,324 3.4 0.94 10 
平成15年度 283 3,396 3.1 0.36 11 
平成16年度 303 3,636 3.2 0.39 11 
平成17年度 349 4,188 3.0 0.86 7.3
平成18年度 344 4,128 3.1 0.53 8.8
平成19年度 336 4,032 2.3 0.74 9.0
平成20年度 297 3,564 2.8 0.49 7.6
平成21年度 308 3,696 2.7 0.60 8.6 
平成22年度 306 3,673 2.4 0.42 5.3 

平成10年度 191 2,301 37 7.3 270 
平成11年度 216 2,604 30 5.7 190 
平成12年度 222 2,676 35 7.0 180 
平成13年度 221 2,665 35 0.90 240 
平成14年度 244 2,940 33 3.7 180 
平成15年度 270 3,252 32 3.3 260 
平成16年度 268 3,228 34 4.4 210 
平成17年度 302 3,634 33 2.9 170
平成18年度 291 3,492 35 2.2 230
平成19年度 292 3,504 28 0.55 390
平成20年度 282 3,384 30 0.33 230
平成21年度 275 3,300 27 0.92 390 
平成22年度 270 3,240 25 1.1 280 

ベンゾ［ａ］ピレン
【単位：ng/㎥】

ホルムアルデヒド
【単位：μg/㎥】

マンガン及びその化合物
【単位：ng/㎥】

 
(注)参考地点を除いたデータである。 

 

表 11 継続測定地点における年平均値の推移 

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

アセトアルデヒド 127 μg／㎥ 2.8 2.6 2.6 3.0 2.9 2.8 2.6 2.5 2.3 2.0 

クロム及びその化合物 69 ｎ g／㎥ 8.2 8.4 9.3 9.2 9.0 8.5 8.0 7.1 6.1 5.8 

酸化エチレン 89 μg／㎥ 0.11 0.10 0.11 0.11 0.093 0.12 0.088 0.095 0.094 0.093 

ベリリウム及びその化合物 107 ｎ g／㎥ 0.062 0.062 0.045 0.043 0.047 0.033 0.034 0.024 0.023 0.021 

ベンゾ［ａ］ピレン 131 ｎ g／㎥ 0.50 0.37 0.35 0.39 0.33 0.34 0.30 0.27 0.22 0.22 

ホルムアルデヒド 125 μg／㎥ 3.9 3.6 3.2 3.3 3.1 3.2 2.8 2.8 2.7 2.4 

マンガン及びその化合物 125 ｎ g／㎥ 41 39 37 38 38 39 34 32 31 27 

物質名
継続

地点数
単位

 
(注)参考地点を除いたデータである。 

 

 

５．今後の対応 

有害大気汚染物質の大気環境モニタリングについては、大気汚染防止法に基づき、国

及び地方公共団体が調査の実施に努めることとされており、地方公共団体においても現

在本格的な調査が実施されているところである。 

環境省においては、今後とも、ＰＲＴＲデータ及び有害大気汚染物質モニタリング結

果等により、排出量や大気環境濃度等を継続的に検証・評価し、地方公共団体及び関係

団体等との連携のもと、有害大気汚染物質対策を推進していくこととしている。 
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